
教
行
信
託
の
全
日
写
と
印
刷

一一二四

教
行
信
証
の
書
写
と
印
刷

川

貫

弐

（

龍

谷

大

学

）

浄
土
真
宗
の
聖
教
に
つ
い
て
、

そ
の
伝
持
の
歴
史
は
、
書
写
の
時
代
か
ら
印
刷
の
時
代
へ
と
展
開
し
た
。
そ
の
転
換
期
は
、
中
世
の

末
ご
ろ
か
ら
近
世
の
初
頭
で
あ
る
。
就
中
、
『
教
行
信
証
』
に
つ
い
て
は
、
寛
永
十
三
年
（
二
ハ
一
二
六
）
の
春
、
京
都
の
中
野
市
右
衛
門
の

開
版
が
、

そ
の
上
梓
の
鴨
矢
で
あ
る
と
さ
れ
て
き
た
。

し
か
る
に
、
先
年
、
高
田
専
修
寺
の
宝
庫
か
ら
、

①
 

こ
れ
ま
で
の
定
説
を
く
つ
が
え
す
よ
う
な
新
し
い
資
料
が
発
見
さ
れ
た
。
そ
れ
は

鎌
倉
時
代
の
正
応
四
年
（
一
二
九
一
）
八
月
に
、
性
海
が
司
教
行
信
証
』
の
出
版
を
く
わ
だ
て
て
、

そ
の
願
主
と
な
り
、
鎌
倉
幕
府
の
長

崎
頼
綱
（
法
名
果
円
）
を
そ
の
檀
越
と
し
て
、
関
東
に
お
い
て
そ
の
刊
行
が
あ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
著
者
親
驚
聖
人
の
滅
後

三
十
年
、
寛
永
の
開
版
よ
り
三
百
四
十
五
年
も
早
い
と
き
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
伝
世
の
遺
品
も
な
い
か
ら
半
信
半
疑
の
人
も
あ

り
、
乙
れ
を
傍
証
す
る
諸
条
件
の
検
討
が
ま
た
れ
て
い
る
。

い
ま
は
、

こ
れ
ら
の
点
を
考
慮
し
て
、
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
本
典
の
書
写
と
印
刷
に
つ
い
て
、
二
、
三
の
問
題
を
考
察
し
た
い
と
思



，っ。文
明
二
年
（
一
四
七
O
）
書
写
の
奥
書
を
も
っ
『
教
行
信
証
』
八
帖
は
、
各
帖
の
内
題
の
も
と
撰
号
の
わ
き
に
、
「
明
厳
寺
蔵
L

の
墨

②
 

印
を
捺
し
、
江
戸
時
代
の
真
宗
学
匠
智
遣
の
校
木
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
六
行
木
文
で
、
毎
行
十
七
字
詰
の
粘
葉
本
の
装
頼

で
あ
る
。
書
写
に
よ
る
室
町
時
代
の
浄
土
真
宗
の
聖
教
と
し
て
、
も
っ
と
も
典
型
的
な
形
態
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
そ
の
教
巻
の
末
に

は
、
「
本
云
」
と
し
て

寛
元
五
年
二
月
五
日
以
善
信
聖
人
御
真
筆
秘
」

と
あ
る
。

本
加
書
写
校
合
詑
猷
一
静
剤
等
隠
倫
尊
蓮
六
十
六
歳

今
年
聖
人
七
十
五
歳
也

③
 

こ
れ
と
同
文
の
奥
書
は
、
大
谷
大
学
図
書
館
所
蔵
の
『
教
行
信
証
』
の
信
巻
本
の
末
尾
に
、
こ
れ
は
元
弘
一
二
年
（
一
一
二
一
二
三
）

乗
専
が
こ
の
奥
書
の
あ
る
尊
蓮
本
を
依
用
し
、

そ
れ
を
暦
応
四
年
（
一
三
四
二
に
転
写
し
た
も
の
に
見
え
て
い
る
。
江
戸
時
代
の
寛
永

十
三
年
（
二
ハ
一
一
一
六
）
の
開
版
は
、

こ
の
系
統
の
も
の
を
底
本
と
し
て
い
る
。
ま
た
康
永
二
年
（
一
三
四
一
二
）
願
主
乗
智
の
所
望
に
よ
っ
て

本
典
の
延
室
日
本
が
で
き
た
真
仏
土
巻
の
奥
に
も
み
ら
れ
る
記
録
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
奥
書
に
よ
っ
て
、
克
元
五
年
（
一
二
四
七
）
二
月
五
日
、
親
鷺
聖
人
七
十
五
歳
の
在
世
中
に
、
六
十
六
歳
の
尊
蓮
が
真
筆
の

秘
本
か
ら
見
写
を
許
さ
れ
た
守
教
行
信
証
』
そ
の
系
統
に
つ
ら
な
る
転
写
本
が
覚
如
・
存
覚
の
時
代
の
京
都
で
は
、

そ
の
重
要
性

が
認
め
ら
れ
、
元
弘
・
暦
応
・
康
永
の
こ
ろ
の
本
典
書
写
の
奥
に
は
校
本
と
し
て
、

こ
の
奥
書
が
転
載
さ
れ
、

そ
の
こ
と
が
室
町
時
代

の
書
写
か
ら
江
戸
時
代
の
諸
刊
本
に
ま
で
、
永
く
そ
の
影
響
が
つ
づ
く
も
の
で
あ
る
。

今
日
、
西
本
願
寺
に
あ
る
所
謂
清
書
本
の
司
教
行
信
証
』
に
つ
い
て
は
、
鎌
倉
・
南
北
朝
・
室
町
初
期
の
時
代
に
か
け
て
、

そ
の
伝

教
行
信
証
の
書
写
と
印
刷

五



教
行
信
託
の
書
写
と
印
刷

一二一六

承
の
史
実
は
、
殆
ん
ど
不
明
で
あ
る
。
蓮
如
上
人
に
よ
る
『
正
信
偏
』
『
一
ニ
帖
和
讃
』
の
開
版
や
そ
の
直
後
文
明
年
中
の
吉
崎
の
坊
舎

の
炎
上
の
と
き
、
本
向
坊
了
顕
が
身
を
も
っ
て
護
持
し
た
と
い
う
の
で
、
「
腹
龍
の
聖
教
」
と
し
て
、

そ
の
後
の
伝
承
は
明
ら
か
で
あ

る。
西
本
願
寺
の
清
書
本
、

そ
の
化
土
巻
の
届
題
の
あ
と
に
は
、
朱
筆
を
も
っ
て
「
和
光
同
事
結
縁
之
始

八
相
成
道
以
論
其
終
」
と
朱

書
の
一
行
が
あ
り
、

そ
の
次
の
裏
頁
に
は

弘
長
二
歳
壬
戊
十
一
月
廿
八
日

未
魁
親
鷺
聖
人
御
入
滅
也

と
、
二
行
の
墨
書
が
あ
る
。

こ
の
あ
と
今
は
、
欠
紙
と
な
っ
て
い
る
が
、
石
川
の
弘
願
寺
本
（
焼
失
）
や
福
井
の
浄
得
寺
本
に
よ
っ
て
、

さ
ら
に
四
行
の
文
字
の
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。

そ
れ
は

御
歳
九
十
議

同
廿
九
日
成
時

東
山
御
葬
送

仏
滅
後
至
心
一
灯
本
智
弘
晴
五
歳
当
文
、
水
十
二
歳
乙
亥
也
依
賢
劫
経
仁
丘
一
経
浬
繋
経
等
説
言

で
あ
る
。
こ
の
一
連
六
行
の
奥
書
は
、
清
書
本
に
つ
い
て
直
接
の
識
語
で
は
な
い
が
、
本
文
と
の
あ
い
だ
に
、
な
に
か
深
い
関
連
性
が

同
品
川
日
御
本
一
口
利
蔵

あ
る
筈
で
あ
る
。

こ
の
奥
書
闘
が
清
書
本
の
本
文
と
別
筆
で
あ
る
か
、
そ
れ
と
も
同
一
人
の
筆
蹟
で
あ
る
か
は
、
大
き
く
議
論
の
わ
か
れ
る
点
で
あ
る
。

大
正
時
代
、
辻
養
之
助
博
士
は
『
親
鷺
聖
人
筆
跡
之
研
究
』
に
よ
っ
て
、
本
文
は
型
人
の
真
蹟
で
あ
り
、
奥
書
は
別
人
の
追
記
で
あ
る

④

①

 

な
お
疑
問
を
い
だ
く
人
も
少
く
な
か
っ
た
。
中
井
玄
道
氏
・
鈴
木
宗
忠
博
士
ら
は
、
こ
の
清
書
本
の
本
文
と
七
行

と
決
定
を
み
た
が
、

の
奥
書
と
を
同
一
人
の
筆
蹟
と
み
て
い
る
。
若
し
も
、
後
者
の
説
に
よ
る
な
ら
ば
、
親
驚
即
日
人
滅
後
の
圭
一
日
写
本
と
な
り
、
型
人
の
十
三



回
忌
を
す
ぎ
た
文
永
十
二
年
（
一
二
七
五
）
の
写
本
と
な
る
の
で
あ
る
。

①
 

高
田
専
修
寺
の
清
書
木
『
教
行
信
証
』
に
つ
い
て
は
、
先
年
、
生
桑
完
明
師
の
報
告
に
よ
っ
て
、
現
在
欠
紙
と
な
っ
て
い
る
化
身
土

文
類
の
末
屈
に

以
後
六
巻
草
本
写
書
之

筆
師
専
信
之
」

建
長
七
歳
乙
卯
六
月
廿
二
日
午
時
翠
書
之
」

と
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
そ
の
次
下
に
は
、
別
筆
で

親
驚
御
入
滅

弘
長
二
歳
壬
戊
十
一
月
廿
八
日
午
時
」

御
歳
九
十
歳
也

同
廿
九
日
午
時
専
信
遠
江
国
池
田
住
僧
顕
智
下
野
国
高
田
住
僧
」

御
本
一
口
利
蔵
皐
」

と
あ
り
、

こ
れ
と
同
文
の
も
の
が
教
・
信
・
真
仏
土
の
末
尾
に
も
見
え
、

こ
れ
は
顕
智
上
人
の
筆
跡
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
高
田
の
清
書
本
は
、
建
長
七
年

（
一
二
五
五
）
、
聖
人
八
十
三
歳
の
在
世
中
に
、
専
信
一
民
専
海
が
草
本
の
見
写
を

許
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。
寛
一
苅
五
年
（
一
二
四
七
）
の
尊
蓮
本
が
失
な
わ
れ
た
今
日
で
は
、
在
世
中
の
見
写
本
と
し
て
唯
一
の
も
の

で
あ
る
と
い
う
重
要
な
結
論
が
学
界
に
提
示
さ
れ
た
。

い
ま
は
、
古
来
、
清
書
本
『
教
行
信
証
』
と
い
わ
れ
て
き
た
高
田
専
修
寺
本
と
西
本
願
寺
本
と
の
共
通
性
と
、
西
本
願
寺
本
の
も
つ

特
異
性
を
あ
げ
て
、
二
、
三
の
考
察
を
こ
こ
ろ
み
た
い
。
そ
の
第
一
は
、
製
書
の
装
棋
で
あ
る
。
料
紙
を
二
つ
折
り
に
し
て
、
乙
れ
を

袋
績
と
し
た
万
冊
木
で
あ
る
こ
と
が
、
真
筆
の
草
本
と
清
書
本
の
三
木
に
共
通
し
た
体
裁
で
あ
る
。
そ
の
後
、
聖
教
と
し
て
の
木
典
の

装
棋
は
、
袋
総
本
か
ら
粘
葉
本
に
と
、
大
き
く
そ
の
形
態
が
変
化
し
、
江
戸
時
代
の
刊
本
や
写
本
は
、
再
び
袋
綴
本
と
な
る
の
で
あ

る
。
そ
の
次
、
第
二
は
、
本
文
の
行
格
に
就
て
で
あ
る
。
元
来
、
草
本
は
八
行
本
文
を
主
体
と
し
、

そ
の
後
の
改
訂
増
補
の
結
果
、
総

教
行
信
証
の
書
写
と
印
刷

一
三
七



教
行
信
証
の
書
写
と
印
刷

入

序
や
教
巻
、
行
巻
や
信
巻
の
は
じ
め
に
、

七
行
本
文
の
と
こ
ろ
が
出
来
て
い
る
。

こ
の
草
本
を
見
写
す
る
と
き
、
総
序
や
教
巻
の
七
行

の
行
格
に
な
ら
っ
て
、
全
巻
を
統
一
し
て
浄
書
す
る
こ
と
は
、
敢
て
不
思
議
な
こ
と
で
は
な
い
。

七
行
本
の
行
格
は
、
清
書
の
二
本
に

共
通
す
る
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
が
後
世
の
粘
葉
本
と
な
る
と
、
六
行
本
に
整
頓
を
み
る
の
で
あ
る
。
第
三
に
は
、

毎
行
の
字
詰
で
あ

る
。
草
木
は
十
四
・
五
字
か
ら
二
十
字
に
近
く
雑
然
と
し
た
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
清
書
二
本
は
と
も
に
十
五
字
内
外
で
あ
る
。

し
か

し
、
そ
の
後
、
聖
教
の
体
裁
を
と
と
の
え
る
粘
葉
本
に
み
る
よ
う
な
六
行
本
文
の
毎
行
十
七
字
詰
の
一
貫
性
は
ま
だ
見
当
り
れ
な
い
。
全

く
整
頓
以
前
の
姿
で
あ
る
。
第
四
は
、
行
聞
の
字
句
、

そ
の
一
点
一
劃
の
筆
致
で
あ
る
。

こ
れ
は
執
筆
者
の
教
養
や
年
齢
と
そ
の
人
の

筆
く
せ
、
殊
に
筆
写
の
環
境
や
そ
の
状
況
に
よ
っ
て
、
微
妙
な
相
違
が
現
れ
て
く
る
も
の
で
あ
る
。
高
田
本
は
、
遠
江
の
専
信
房
専
海

の
見
写
と
知
っ
た
勢
か
、
上
京
の
身
を
も
っ
て
忽
々
の
あ
い
だ
に
、

一
気
に
清
書
し
た
感
が
深
い
。
真
筆
本
の
筆
致
の
末
端
に
は
、
あ

ま
り
こ
だ
わ
っ
て
い
な
い
。

こ
れ
を
西
本
願
寺
本
と
比
較
対
照
す
る
と
、
筆
者
の
立
場
が
違
う
以
上
に
、
後
者
は
丁
寧
に
、
聖
人
の
筆

致
ま
で
、
丹
然
に
臨
写
し
て
い
る
。
急
が
な
い
で
、
真
筆
の
一
点
一
劃
ま
で
も
、

よ
く
み
て
こ
れ
を
忠
実
に
写
し
と
る
努
力
と
心
が

け
、
筆
者
の
敬
慶
な
態
度
が
筆
の
端
々
に
ま
で
現
れ
て
い
る
。

こ
の
点
が
本
文
と
奥
書
と
が
一
見
し
て
別
人
の
如
く
み
ら
れ
る
西
本
願

寺
本
の
特
異
性
で
あ
る
。

西
本
願
寺
本
は
、
著
者
の
聖
人
が
好
ん
で
脅
か
れ
た
特
色
あ
る
字
劃
の
文
字
で
、
首
尾
一
貫
し
て
い
る
。
草
本
の
行
巻
や
真
仏
土
巻

⑦
 

の
本
文
に
は
、
聖
人
の
執
筆
で
な
い
第
三
者
の
浄
書
し
た
と
こ
ろ
が
数
枚
あ
る
が
、
西
木
願
寺
本
は
す
べ
て
聖
人
使
用
の
文
字
に
書
き

改
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
点
か
ら
は
、
聖
人
自
ら
の
御
清
書
で
あ
る
と
い
う
判
断
も
出
て
く
る
訳
で
あ
る
。
も
し
左
様
で
あ
る
な
ら
ば

聖
人
が
晩
年
に
用
い
ら
れ
た
新
し
い
字
劃
の
文
字
に
整
頓
し
、
首
尾
統
一
さ
れ
て
い
て
、
然
る
べ
き
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
西
本
願
寺

本
の
本
文
に
は
、
同
一
料
紙
の
あ
い
だ
に
、
聖
人
が
比
較
的
早
い
時
期
に
使
用
さ
れ
た
旧
い
字
劃
の
文
字
と
極
晩
年
の
新
し
い
字
劃
の

も
の
と
が
、
混
同
使
用
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
み
て
、
到
底
、
聖
人
自
身
の
清
書
本
と
は
決
定
し
難
い
も
の
が
あ
る
。



お
よ
そ
、
原
著
者
の
自
筆
本
が
、

そ
の
臨
写
本
か
ら
転
写
本
へ
と
、
年
代
の
経
過
と
と
も
に
、

そ
の
底
本
が
か
わ
る
に
つ
れ
て
、
自

筆
本
に
み
る
個
性
の
あ
る
著
者
の
筆
致
は
、
漸
次
次
第
に
喪
失
し
て
ゆ
く
。
時
代
と
と
も
に
、
製
書
の
装
帳
も
行
格
も
か
わ
り
、
木
文

の
文
字
ば
か
り
で
な
く
、
句
読
訓
点
や
送
り
仮
名
づ
か
い
ま
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
特
色
を
発
揮
す
る
こ
と
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
点
で
は
、
西
本
願
寺
本
は
、
内
容
・
外
観
と
も
に
鎌
倉
時
代
の
特
牲
を
よ
く
伝
え
る
古
写
本
で
あ
る
。

さ
て
西
本
願
寺
本
の
奥
書
、
六
行
の
記
録
に
は
、
筆
者
の
名
も
見
え
ず
本
文
を
書
写
し
た
由
来
も
文
字
に
な
っ
て
い
な
い
。
文
永
十

二
年
（
ご
一
七
五
）
を
基
準
と
し
て
、
仏
滅
後
の
年
時
や
末
法
時
に
入
つ
て
の
計
算
が
し
で
あ
る
の
は
、
本
文
の
清
書
と
密
接
な
関
係
が

あ
る
よ
う
で
あ
る
。
聖
人
入
滅
の
年
を
基
準
と
し
な
い
で
、
入
滅
・
葬
送
－
A
一
口
利
蔵
の
こ
と
を
書
い
た
あ
と
に
、
聖
人
滅
後
十
四
年
の

文
永
十
二
年
か
ら
算
定
す
る
と
こ
ろ
に
、

こ
の
年
そ
の
も
の
に
な
に
か
深
い
意
味
が
あ
る
筈
で
あ
る
。

こ
の
年
は
、

四
月
二
十
五
日
建

治
と
改
元
と
な
る
が
、

そ
れ
以
前
の
春
さ
き
に
、
本
書
の
書
写
が
完
了
し
た
こ
と
意
味
す
る
も
の
と
思
う
。

『
教
行
信
証
』
の
化
土
巻
に
は
、
北
斉
の
法
上
の
説
に
よ
っ
て
、
周
の
穆
王
の
甲
寅
の
歳
の
釈
尊
の
入
滅
か
ら
元
仁
元
年
（
二
三
四
）

ま
で
の
仏
滅
年
数
と
入
末
法
の
年
時
の
計
算
が
し
で
あ
る
。
尤
と
も
、

こ
こ
に
は
十
年
の
誤
算
が
あ
る
が
、

こ
の
元
仁
元
年
に
つ
い
て

は
、
す
で
に
さ
ま
ざ
ま
の
見
解
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
年
は
法
然
上
人
の
十
三
回
忌
で
あ
る
こ
と
も
有
力
な
一
説
で
あ
る
。
後
世

か
ら
は
、
浄
土
真
宗
立
教
開
宗
の
年
と
し
て
、
今
年
は
そ
の
七
百
五
十
年
の
記
念
す
べ
き
年
柄
で
あ
る
。
文
永
十
二
年
に
、
仏
滅
後
の

年
数
や
入
末
法
時
の
計
算
を
す
る
に
も
、

そ
の
前
年
の
冬
に
聖
人
の
十
三
回
忌
が
い
と
な
ま
れ
、

そ
れ
を
機
縁
と
し
て
『
教
行
信
証
』

の
書
写
が
発
願
さ
れ
、

こ
れ
が
翌
年
の
春
さ
き
に
完
了
し
た
こ
と
を
物
語
る
奥
書
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
の
願
主
と
執
筆
者
が
、
誰
で

あ
る
か
は
、
明
確
に
し
た
い
点
で
あ
る
。

教
行
信
証
の
書
写
と
印
刷

一
三
九



教
行
信
証
の
書
写
と
印
刷
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文
永
九
年
（
一
二
七
二
）
の
冬
、
親
鷺
聖
人
の
墳
墓
の
改
修
が
行
な
わ
れ
た
。

そ
れ
は
聖
人
の
末
女
、
王
御
前
！
の
ち
の
覚
信
尼

i
が

発
起
し
て
、

そ
の
主
人
小
野
宮
禅
念
の
理
解
の
も
と
に
、
吉
水
に
近
い
二
人
の
居
住
の
屋
敷
地
内
へ
、
鳥
辺
野
の
墓
地
か
ら
遺
骨
を
う

っ
し
、
遺
昂
達
の
協
力
に
よ
っ
て
大
谷
の
廟
堂
が
建
立
と
な
っ
た
。
両
三
年
を
へ
た
文
永
十
一
年
の
冬
、
十
一
月
二
十
八
日
、
聖
人
の

御
正
忌
は
、
大
切
な
十
三
回
忌
の
法
要
に
あ
た
る
の
で
、
新
し
く
で
き
た
乙
の
大
谷
の
廟
堂
で
は
、
遠
近
各
地
か
ら
遺
弟
た
ち
が
参
列

し
て
、
厳
粛
な
法
事
が
営
ま
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

こ
の
と
き
に
あ
た
り
、
常
随
肥
近
の
弟
子
で
あ
っ
た
蓮
位
に
晩
年
の
聖
人
が
付
嘱

さ
れ
た
真
筆
の
草
木
『
教
行
信
証
』
を
臨
写
し
て
、

こ
の
廟
堂
に
安
置
す
る
こ
と
を
発
願
し
、

こ
れ
を
命
じ
た
人
は
、
聖
人
の
末
女
王

御
前
、

の
ち
の
覚
信
厄
そ
の
人
で
は
あ
る
ま
い
か
。
墳
墓
の
改
修
に
よ
っ
て
、
聖
人
の
遺
身
舎
利
は
吉
水
の
廟
堂
に
埋
葬
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
聖
人
畢
生
の
大
著
『
教
行
信
証
』
の
真
筆
本
を
臨
写
す
る
こ
と
は
、
聖
人
の
法
舎
利
を
安
置
す
る
こ
と
で
あ
り
、
や
が
て
廟

堂
に
御
影
像
を
奉
安
す
る
こ
と
に
連
ら
な
る
重
要
な
事
項
で
あ
る
。

こ
れ
が
親
驚
精
神
を
象
徴
す
る
京
都
の
本
願
寺
教
団
成
立
の
一
大

要
因
と
な
っ
て
い
る
。

聖
人
の
末
女
王
御
前
、

の
ち
の
覚
信
回
が
聖
人
の
十
三
回
忌
を
迎
え
て
、
真
筆
の
草
木
の
臨
写
を
発
願
し
、

こ
の
こ
と
を
長
子
覚
恵

に
命
じ
た
と
し
て
も
、
敢
て
不
自
然
で
は
な
い
行
為
で
あ
る
。

大
谷
の
御
影
堂
か
ら
本
願
寺
成
立
ま
で
に
は
、

そ
の
留
守
職
と
な
っ
た
覚
恵
・
覚
如
父
子
の
存
在
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

そ
の
覚
恵
は
、

日
野
広
綱
と
王
御
前
の
あ
い
だ
に
生
ま
れ
た
嫡
子
で
、
父
の
早
逝
に
よ
っ
て
七
歳
で
青
蓮
院
の
二
品
親
王
尊
助
の
門
に

入
り
、
祖
父
の
聖
人
往
生
の
と
き
は
、
す
で
に
二
十
歳
で
あ
っ
た
。
文
永
五
・
六
年
の
こ
ろ
に
隠
遁
の
身
と
な
り
、
長
子
覚
如
が
一
二
条

富
小
路
で
生
れ
た
の
は
、
文
永
七
年
十
二
月
二
十
八
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
ニ
・
三
年
で
妻
の
中
原
氏
が
死
没
し
、
党
如
は

長
子
を
つ
れ
て
吉
水
の
小
野
宮
禅
念
・
王
御
前
の
家
族
と
同
居
し
た
よ
う
で
あ
る
。
聖
人
の
十
三
回
忌
を
迎
え
た
と
き
、
禅
念
（
そ
の

翌
年
死
没
）
、
王
御
前
は
五
十
蔵
、
異
父
兄
の
覚
恵
は
三
十
一
歳
、
異
父
弟
の
唯
善
は
八
歳
、
長
子
覚
如
は
五
歳
で
あ
っ
た
。

こ
の
と



き
聖
人
の
未
女
王
御
前
が
願
主
と
な
り
、
聖
人
の
孫
に
あ
た
る
覚
恵
が
生
母
の
委
嘱
を
’
つ
け
て
、
今
日
、
西
本
願
寺
に
伝
世
す
る
清
書

木
を
執
筆
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
の
後
、
覚
恵
は
、
生
母
覚
信
尼
か
ら
譲
状
ぞ
う
け
て
大
谷
の
留
守
職
と
な
り
、
義
弟
唯
善
と

③
 

こ
れ
を
長
子
覚
如
に
譲
っ
て
い
る
。
若
く
し
て
は
生
母
覚
信
尼
を
た
す
け
、
年

の
紛
争
も
あ
る
が
、
よ
く
大
谷
の
御
影
堂
を
守
っ
て
、

老
い
て
は
長
子
覚
如
を
支
持
し
て
、
大
谷
本
願
寺
の
基
礎
を
確
立
す
る
こ
と
に
生
涯
を
さ
さ
げ
た
の
が
、
党
恵
そ
の
人
で
あ
る
。
木
願

寺
の
世
代
に
は
、
三
代
伝
持

i
親
驚
・
如
信
・
覚
如
！
の
上
か
ら
表
面
に
で
な
い
人
で
あ
る
が
、

そ
の
背
後
の
功
労
者
と
し
て
、
本
願

寺
史
の
上
か
ら
は
、
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
隠
遁
の
生
活
に
は
い
っ
た
覚
恵
が
、
祖
父
聖
人
の
十
三
回
忌
を
大
谷
の
廟
堂
で
迎
え

こ
れ
を
記
念
し
て
、
あ
る
い
は
母
党
信
尼
の
発
願
に
よ
っ
て
、
遺
弟
の
蓮
位
が
所
持
し
て
い
た
真
筆
の
草
木
叶
教
行
信
証
』
を
忠
実
に

臨
写
し
た
も
の
が
、
現
存
す
る
西
本
願
寺
清
書
本
で
あ
る
こ
と
は
、

ほ
ぼ
ま
ち
が
い
の
な
い
も
の
と
思
う
。
さ
れ
ば
乙
そ
、
鎌
倉
時
代

か
ら
室
町
・
江
戸
時
代
を
通
じ
て
、
終
始
一
貫
し
て
本
願
寺
に
伝
世
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
、
異
本
と
し
て
尊
蓮
見
写
本
を
参
照
す

る
の
が
、
覚
如
・
存
覚
の
時
代
で
あ
り
、
真
宗
の
聖
教
と
し
て
粘
葉
本
の
体
裁
を
と
と
の
え
る
の
は
、
章
一
町
時
代
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。

四

①
 

先
年
、
高
田
専
修
寺
の
宝
庫
か
ら
慶
長
五
年
三
六
O
O
）
書
写
の
『
教
行
信
証
』
の
識
語
が
学
界
に
紹
介
さ
れ
た
。
そ
の
内
容
は
、

高
田
専
修
寺
の
尭
真
門
跡
が
信
楽
院
慶
忍
に
命
じ
て
書
写
し
た
も
の
の
化
身
士
巻
の
末
尾
に
あ
る
奥
書
で
、
け
本
典
の
蹴
文
、
斜
里
人

自
筆
本
の
相
伝
の
事
情
、
同
そ
の
開
版
の
希
望
と
夢
告
、
制
そ
の
出
版
の
経
緯

l
願
主
と
施
主
、
お
よ
び
伺
そ
の
刊
記
な
ど
、
一
二
十

二
行
に
わ
た
る
長
文
の
記
録
で
あ
る
。
以
下
、

そ
の
分
析
と
検
討
を
試
み
た
い
と
思
う
。

付
そ
の
蹴
文
、
五
行
六
十
六
字
の
文
章
で
あ
る
。

今
此
教
行
証
者
、
親
驚
法
師
選
述
也
。
立
章
」

教
行
信
証
の
書
写
と
印
刷

日司
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於
六
篇
、
調
巻
於
六
軸
。
皆
引
経
論
真
文
、
各
備
往
」

生
潤
色
、
誠
是
真
宗
紹
隆
之
鴻
基
、
実
教
流
布
L

之
淵
源
。
末
世
相
応
之
日
足
、
即
往
安
楽
之
指
L

南
也
。

こ
れ
と
殆
ん
ど
同
文
の
肢
が
、
江
戸
時
代
の
四
刊
本
｜
寛
永
・
正
保
・
明
暦
・
寛
文
の
諸
版
｜
の
末
尾
に
あ
る
。
さ
ら
に
さ
か
の
ぼ

っ
て
、
宝
徳
三
年
二
四
五
一
）
の
右
筆
蓮
如
の
書
写
本
や
巧
如
所
持
・
芸
範
伝
授
の
も
の
に
も
、
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
覚
如
・
寄
覚
の

⑮
 

時
代
に
そ
の
製
文
を
み
た
践
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
在
覚
の
元
亨
四
年
（
二

欠
き
、
ま
た
存
覚
の
旦
ハ
要
妙
』
に
も
、

こ
の
践
文
に
は
言
及
し
て
い
な
い
の
で
、
全
く
の
推
測
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、

こ
の
識
語

に
よ
っ
て
、
す
で
に
鎌
倉
時
代
に
、
『
教
行
信
証
』
を
出
版
す
る
と
き
、

こ
れ
が
添
付
さ
れ
た
蹴
文
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

判
聖
人
自
筆
本
の
相
伝
の
事
実
。
先
の
践
文
の
あ
と
に

市
去
弘
安
第
六
暦
。
歳
次
発
未
春
二
月
二
日
。
彼
親
鷺
自
筆
本
一
部
六
巻
。
従
先
師
性
信
法
師
所
、
令
相
伝
畢
。

と
あ
る
。
こ
こ
に
は
聖
人
滅
後
二
十
二
年
、
弘
安
六
年
（
一
二
八
三
）
聖
人
の
自
筆
本
で
あ
る
『
教
行
信
証
』
六
巻
を
先
師
性
信
法
師
の

と
こ
ろ
か
ら
（
性
海
が
）
相
伝
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
親
鷺
自
筆
木
一
部
六
巻
乙
そ
は
、
今
日
、
東
木
願
寺
に
伝
わ
る
国
宝
の
真
筆

草
木
そ
の
も
の
で
あ
る
。

現
に
国
宝
の
真
筆
草
本
の
行
巻
や
化
巻
末
に
は
、
本
文
と
は
全
く
別
祭
で

弘
安
陸
妹
一
一
月
二
日
釈
明
性
議
預
之

と
あ
る
。
行
巻
の
こ
の
文
の
次
下
が
一
行
ば
か
り
切
り
取
り
と
な
っ
て
い
る
が
、
化
巻
の
と
こ
ろ
の
次
下
に
は
「
沙
門
性
信
（
花
押
）
L

の
文
字
が
あ
る
か
ら
行
巻
に
も
同
じ
文
字
が
あ
っ
た
告
で
あ
る
。
草
本
に
み
る
別
筆
の
奥
書
は
、
字
句
に
不
可
解
な
と
こ
ろ
も
あ
っ
て



古
来
、
疑
問
視
さ
れ
て
き
た
が
、

こ
の
識
語
に
よ
っ
て
新
し
い
事
実
も
判
明
し
た
。
こ
こ
に
は
性
信
か
ら
相
伝
し
た
人
名
を
あ
げ
な
い

が
、
後
文
に
よ
れ
ば
性
海
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
と
こ
ろ
が
現
在
の
国
宝
本
に
は
、
性
海
と
は
全
く
別
人
の
明
性
の
名
が
あ
る
。
江
戸

時
代
に
真
筆
の
草
本
か
ら
臨
写
し
た
箸
尾
教
行
寺
本
の
外
題
や
尾
題
に
は

顕
浄
土
方
便
化
身
土
文
類
六
本
釈
性
海

と
あ
る
と
い
う
。
そ
こ
で
明
性
と
性
海
と
は
、
同
一
人
物
か
、
別
人
か
が
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
が
専
信
房
専
海
の
如
く
、
明
性
一
居
性
海

で
あ
れ
ば
問
題
は
な
い
。
『
親
驚
聖
人
御
門
弟
交
名
牒
』
に
は
、
下
野
国
横
曾
根
の
性
信
の
も
と
に
、
明
性
や
性
海
の
名
が
見
ら
れ
な

い
の
は
遺
憾
で
あ
る
。

曲
目
そ
の
出
版
の
由
来
を
述
べ
て

為
報
仏
恩
、
欲
企
開
板
於
当
時
伝
、
弘
通
於
遅
代
之
刻
、
有
度
々
夢
想
之
告
突
。

的
子
時
正
応
第
三
天
歳
次
庚
寅
冬
臨
月
十
八
日
夜
寅
赴
夢
云
。
当
副
将
軍
相
州
大
守
平
朝
臣
、
乳
父
平
左
金
吾
禅
門
職
町
一
屈
請
七
日

禅
侶
、
被
害
写
大
般
若
経
、
彼
人
数
内
被
加
於
性
海
、
市
奉
書
写
真
文
畢
。
愛
白
馬
一
疋
金
銭
二
裏
令
布
施
之
覚
、
而
夢
慢
畢
。

帥
同
辛
卯
四
年
正
月
八
日
夜
夢
云
。
当
相
州
息
男
年
齢
十
二
三
許
童
子
、
来
而
令
正
坐
於
性
海
之
膝
上
覚
、
而
夢
惇
皐
。

村
岡
廿
四
日
夜
夢
云
。
先
師
性
信
法
師
化
現
而
云
。
教
行
証
開
板
之
時
者
。
奉
触
子
細
於
平
左
金
吾
禅
門
、
可
刻
彫
也
。
言
己
乃
去

覚
、
而
夢
怪
畢
。

判
同
二
月
十
二
日
夜
夢
云
。
有
二
人
僧
云
。
持
五
葉
貞
松
一
本
松
子
一
箇
、
来
与
於
性
海
。
覚
而
夢
健
畢
。

依
上
来
夢
想
、
情
案
事
起
、
偏
浄
教
感
応
之
先
兆
、
冥
衆
証
誠
之
嘉
瑞
也
。
若
爾
者
、
機
縁
時
至
、
弘
通
成
就
者
欺
。

伺
奉
触
子
細
於
金
吾
禅
門
、
即
既
蒙
聴
許
。
而
所
令
開
板
也
。

と
あ
る
。
弟
子
の
性
海
は
、
先
師
性
信
法
師
か
ら
聖
人
自
筆
の
『
教
行
信
証
』
六
巻
を
弘
安
六
年
（
一
二
八
一
二
）
の
二
月
二
日
に
相
伝
し

教
行
信
証
の
書
写
と
印
刷

四



教
行
伝
証
の
書
写
と
印
刷

四
四

て
以
来
、

こ
れ
を
開
版
し
て
世
に
弘
通
せ
ん
こ
と
を
希
望
し
て
い
た
。
そ
れ
に
つ
い
て
、
正
応
三
年
（
一
二
九
O
）
の
冬
か
ら
春
に
か
け

て
、
度
々
夢
想
の
告
げ
を
う
け
た
こ
と
か
ら
そ
の
機
縁
が
到
来
し
た
と
痛
感
し
て
、
夢
に
み
た
平
左
金
五
口
（
禅
門
果
円
）
に
、

そ
の
出
版

費
の
援
助
を
願
い
出
る
乙
と
と
な
っ
た
。

五

こ
こ
に
平
左
金
吾
禅
門
と
は
、
平
左
衛
門
入
道
果
円
、
す
な
わ
ち
鎌
倉
幕
府
の
執
権
北
条
貞
時
の
家
令
、
長
崎
（
平
）
頼
綱
の
こ
と
で

あ
る
。

こ
の
頼
綱
の
父
、
平
盛
綱
が
執
権
北
条
泰
時
の
家
令
と
な
っ
た
の
は
、
先
の
家
令
尾
藤
景
綱
（
入
道
道
然
）
が
死
亡
し
た
の
で
、

文
暦
元
年
（
一
二
三
四
）
八
月
二
十
一
日
そ
の
あ
と
を
つ
い
だ
の
で
あ
る
。

そ
れ
以
来
、

こ
の
家
は
世
々
執
権
北
条
氏
の
家
令
で
あ
っ

だ
。
弘
安
四
年
（
一
二
八
州
）
四
月
、
北
条
時
宗
が
三
十
四
歳
で
残
し
た
と
き
、

一
族
従
者
三
十
四
人
が
出
家
入
道
し
た
と
い
う
か
ら
家

令
の
頼
綱
も
、

こ
の
と
き
入
道
と
な
り
、
果
円
と
号
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
と
き
に
後
嗣
の
北
条
貞
時
は
僅
か
十
四
歳
で
あ
っ
た
か
ら
彼

が
乳
父
の
役
を
つ
と
め
た
の
で
あ
る
。

こ
の
と
き
、
外
祖
父
の
秋
田
城
介
安
藤
泰
盛
ら
が
、
執
権
の
若
輩
に
つ
け
こ
ん
で
、

一
族
が
権

勢
を
ふ
る
い
、

こ
れ
を
き
ら
っ
た
家
令
の
頼
綱
は
、
弘
安
五
年
（
一
二
八
五
）
十
一
月
、
泰
雄
・
宗
景
の
父
子
を
攻
め
亡
ぼ
し
た
。
執
権

貞
時
の
家
令
平
頼
綱
（
禅
門
果
円
）
が
独
自
の
活
躍
を
す
る
の
は
こ
の
後
の
こ
と
で
あ
る
。
横
曾
根
門
徒
の
性
信
の
弟
子
性
海
は
、
し
ば

し
ば
夢
一
告
を
え
て
『
教
行
信
証
』
開
版
の
機
縁
が
淳
熟
し
た
と
確
信
を
も
ち
、
鎌
倉
幕
府
の
執
権
貞
時
の
家
令
長
崎
頼
綱
に
、
そ
の
月

を
願
い
い
で
、
幸
い
に
も
そ
の
聴
許
を
え
た
の
で
、
す
ぐ
に
そ
の
出
版
の
は
こ
び
と
な
っ
た
。

同
こ
の
版
本
司
教
行
信
証
』
の
権
威
に
つ
い
て
は

然
此
本
者
、
以
親
驚
自
筆
御
本
、
令
校
合
、
令
成
印
板
者
也
。
庶
幾
、
後
世
勿
令
加
減
於
字
点
突
。

と
あ
る
。
こ
の
版
本
は
、
親
鷺
聖
人
の
御
自
筆
本
に
よ
り
、

そ
の
校
合
も
厳
密
に
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
後
世
の
人
々
は
、

そ
の
字
句



に
加
減
を
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
、
本
書
の
伝
統
と
内
容
の
権
威
を
明
記
し
て
い
る
。

同
こ
の
と
き
の
開
板
事
業
の
始
末
に
つ
い
て
は

本
云
。
子
時
正
応
四
年
五
月
始
之
。
同
八
月
上
旬
終
功
果
。

と
あ
る
。

こ
れ
は
正
応
版
の
刊
記
で
あ
る
。
聖
人
が
晩
年
蓮
位
に
付
嘱
さ
れ
た
真
筆
の
草
本
『
教
行
信
証
』
は
、
文
永
十
一
・
二
年
の

こ
ろ
京
都
大
谷
の
廟
堂
に
お
い
て
臨
写
が
な
さ
れ
た
が
、

そ
の
後
坂
東
に
伝
来
し
て
横
曾
根
門
徒
の
性
信
か
ら
性
海
に
相
伝
さ
れ
た
。

そ
れ
が
正
応
四
年
（
一
二
九
一
）
の
秋
に
、
性
海
が
願
主
と
な
っ
て
、
鎌
倉
幕
府
の
執
権
の
家
令
、
長
崎
頼
綱
を
檀
越
と
し
て
、
関
東
の

地
鎌
倉
に
お
い
て
そ
の
出
版
を
み
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
聖
人
滅
後
三
十
年
、
鎌
倉
末
期
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
こ
ろ
京
都
の
大
谷
の
廟
堂
で
は
、
覚
恵
・
覚
如
父
子
の
留
守
職
の
時
代
で
あ
る
。
こ
の
父
子
は
、
時
恰
も
聖
人
の
遺
跡
を
た
づ

ね
て
東
国
を
経
廻
し
て
い
る
最
中
で
あ
っ
た
が
、
本
典
出
版
の
事
情
に
つ
い
て
の
見
聞
は
、

な
に
も
記
録
を
伝
え
て
い
な
い
。

こ
の
正

応
版
の
装
損
や
体
裁
は
、
全
く
不
明
で
あ
る
。
上
述
の
長
い
識
語
を
も
っ
慶
長
五
年
（
一
六
O
O）
の
写
本
は
、
袋
綴
一
頁
六
行
、
毎

行
十
七
字
詰

i
の
冊
子
本
で
あ
る
が
、

こ
れ
が
も
し
正
応
版
の
原
形
を
伝
え
る
も
の
な
ら
ば
、
驚
く
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば

鎌
倉
時
代
の
出
版
の
様
式
は
、
経
論
に
は
古
い
巻
子
本
か
、
新
し
い
折
帖
の
形
式
を
守
り
、
注
疏
の
型
教
に
は
和
風
の
帖
葉
の
帖
仕
立

で
あ
る
。
大
陸
渡
来
の
新
し
い
袋
顧
の
方
冊
本
は
、
唐
様
の
五
山
版
と
し
て
、

乙
の
こ
ろ
東
福
寺
普
門
院
で
諸
禅
師
の
語
録
の
開
版
を

は
じ
め
た
ば
か
り
で
あ
る
。
当
時
、
東
国
で
の
本
典
の
出
版
は
、
和
風
の
粘
葉
本
や
唐
様
の
万
冊
本
と
は
考
え
ら
れ
な
い
か
ら
古
い
巻

子
本
の
様
式
で
、
毎
行
十
七
字
詰
と
し
、
長
文
の
識
語
は
化
巻
の
末
尾
に
、

一
字
さ
げ
た
十
六
字
詰
で
、
出
版
の
由
来
を
三
十
二
行
に

掲
げ
て
刊
記
と
し
た
の
で
あ
る
ま
い
か
。
正
応
版
の
関
東
に
お
け
る
流
布
と
伝
播
は
、
今
後
資
料
を
あ
げ
て
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。
そ

れ
が
京
都
の
大
谷
本
願
寺
な
ど
へ
の
影
響
は
、
す
で
に
室
町
の
初
期
か
ら
現
は
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
第
一
は
欧
文
を
も
っ
粘
葉
本

の
古
写
本
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
第
二
は
、
文
明
二
年
（
一
四
七
O
）
書
写
本
の
奥
書
に
は
、
正
応
版
の
識
語
の
肢
文
を
写
し
、

そ
の
あ

教
行
信
証
の
書
写
と
印
刷

一
四
五



教
行
信
証
の
書
写
と
印
刷

一
四
六

と
の
長
文
を
抜
草
し
て

而
去
弘
安
六
暦
歳
次
…
官
。
子
時
正
応
四
年

と
あ
る
。
は
じ
め
の
字
句
は
文
意
を
失
っ
て
い
る
が
、
慶
長
五
年
の
長
文
の
識
語
を
参
照
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
よ
う
や
く
、

八
月
始
之
。
同
八
月
上
旬
終
功
畢
。

そ
の
解
読

が
で
き
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
古
写
本
の
奥
書
や
識
語
に
よ
っ
て
室
町
時
代
の
『
教
行
信
証
L

流
伝
の
系
譜
を
解
明
す
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
あ
る
。
因
み
に
、
大
檀
越
の
長
崎
頼
綱
は
、

そ
の
後
執
権
貞
時
が
成
人
す
る
に
お
よ
ん
で
、
頼
綱
・
宗
綱
父
子
の
横
暴
を
に
く

み
、
外
祖
父
の
敵
で
あ
る
と
し
て
こ
の
父
子
を
鎌
倉
の
経
師
ヵ
谷
に
征
め
亡
ぼ
し
、
父
子
は
永
仁
元
年
（
一
二
九
三
）
四
月
自
害
し
て
一

族
九
十
三
人
は
火
中
に
投
じ
て
死
に
尽
し
て
し
ま
っ
た
。
執
権
北
条
実
時
の
家
令
長
崎
頼
綱
の
権
勢
は
、
僅
か
八
・
九
年
の
乙
と
で
あ

コ：
1

、

d

み
れ
カ

そ
の
間
に
親
驚
の
真
筆
の
草
本
が
、
聖
人
滅
後
三
十
年
に
し
て
、
早
く
も
東
国
鎌
倉
の
地
で
開
版
を
み
た
こ
と
は
、
真
宗
の

聖
教
伝
持
の
歴
史
上
で
も
、
特
に
重
要
な
問
題
で
あ
っ
た
。

ム

／＼  

聖
人
が
真
筆
の
草
本
の
見
写
を
許
さ
れ
た
場
合
、

そ
れ
は
聖
人
の
在
世
中
か
ら
そ
の
滅
後
に
お
い
て
も
、

そ
の
筆
者
は
深
い
感
激
を

心
に
ひ
め
て
、
原
本
に
忠
実
な
臨
写
を
す
る
態
度
で
あ
っ
た
。
尊
蓮
の
と
き
も
必
ず
や
、
左
様
で
あ
っ
た
と
思
う
。
専
信
房
専
海
の
と

き
も
、
滅
後
、
聖
人
を
追
慕
す
る
人
が
文
永
年
聞
に
、

そ
の
見
写
を
し
た
と
き
も
、
聖
人
の
人
格
や
そ
の
人
間
性
は
ま
だ
消
え
失
せ
ず

真
筆
本
の
体
裁
を
よ
く
守
っ
て
、
当
時
と
し
て
は
大
陸
伝
来
の
最
も
新
し
い
袋
織
の
万
冊
本
の
形
態
で
あ
っ
た
。
そ
の
本
文
を
七
行
本

と
し
た
こ
と
も
、
毎
行
の
字
詰
を
十
五
字
内
外
で
あ
る
こ
と
も
、
す
べ
て
忠
実
に
真
筆
本
の
踏
襲
で
あ
っ
た
。

そ
の
本
文
の
文
字
の
字

劃
に
い
た
る
ま
で
、
聖
人
依
用
の
宋
朝
式
の
欠
劃
文
字
に
、

四
声
点
の
圏
発
や
句
読
・
左
訓
ま
で
、
丹
念
に
写
し
と
る
心
が
ま
え
で
あ

っ
た
。

こ
こ
に
聖
人
の
真
筆
本
を
見
写
し
た
鎌
倉
時
代
の
臨
写
本
の
特
色
が
あ
っ
た
。

こ
れ
が
、
今
日
、
高
田
専
修
寺
や
西
本
願
寺
に



伝
世
す
る
い
わ
ゆ
る
清
書
本
の
特
異
性
で
あ
る
。

こ
れ
が
聖
人
の
滅
後
半
世
紀
を
す
ぎ
、

遺
弟
か
ら
法
孫
・
法
曾
孫
の
室
町
時
代
と
な
る
と
、
『
教
行
信
証
』
は
漸
次
転
写
の
時
代
と

五
つ
ご
O

J

J

J

J

 

こ
れ
と
共
に
真
宗
教
団
の
聖
教
と
し
て
の
形
態
を
整
え
つ
つ
、
良
質
の
烏
ノ
子
の
料
紙
を
使
用
し
て
和
風
の
粘
葉
本
に
｜
六

行
本
・
毎
行
十
七
字
詰
ー
そ
の
体
裁
を
整
え
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
宗
教
的
偉
人
の
人
格
と
そ
の
教
説
が
、

的
発
展
に
と
も
な
う
必
然
的
な
現
象
で
あ
る
。

そ
の
滅
後
、
教
団
の
社
会

な
取
扱
い
と
な
り
、

そ
の
教
を
信
奉
す
る
人
び
と
が
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
、
宗
教
的
偉
人
の
人
格
は
教
祖
的

乙
れ
と
共
に
型
教
伝
授
と

そ
の
著
書
は
聖
教
と
し
て
の
権
威
を
製
書
や
体
裁
の
上
に
ま
で
発
揮
す
る
の
で
あ
る
。

教
学
の
研
究
が
盛
ん
と
な
る
の
で
あ
る
。

そ
の
源
泉
と
し
て
、
聖
教
伝
持
の
特
色
を
認
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。

こ
れ
は
中
世
に
お
け
る
真
宗
教
団
の
教
学
の
実
態
と
し
て
、
近
世
の
江
戸
時
代
に
展
開
す
る

一一ムハ）

註
記

①
平
松
令
三
氏
高
間
宝
庫
よ
り
発
見
さ
れ
た
新
資
料
の
一
二
に
つ

い
て
（
高
同
学
報
四
O
）

②
山
口
の
明
厳
寺
の
所
蔵
本
、
今
夏
龍
谷
大
学
真
宗
学
教
授
石
田
充

之
博
士
の
御
好
意
で
拝
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

③
藤
島
達
朗
氏
教
行
信
証
の
書
誌
（
国
宝
影
印
本
解
説
所
収
）

④
中
井
玄
道
氏
校
訂
教
行
信
託
付
録
異
本
解
説

⑤
鈴
木
宗
忠
氏
教
行
信
証
の
真
蹟
本
に
つ
い
て
（
文
化
五
ノ
三
）

⑥
生
桑
完
明
氏
高
田
伝
来
の
教
行
証
真
本
に
つ
い
て
（
真
宗
研
究

二
）
親
驚
聖
人
撰
述
の
研
究
所
収

⑦
拙
稿
草
本
教
行
信
証
の
異
筆
者
（
印
度
学
仏
教
学
研
究
一
八
ノ

一）
③
覚
恵
の
大
谷
留
守
職
事
、
正
安
四
年
（
一
一
二
O
二
）
五
月
廿
二
日

教
行
信
証
の
書
写
と
印
刷

（
一
九
七
三
、
九
、

国
々
の
御
門
弟
の
御
中
へ
の
状
案

参
照

③
①
参
照

⑬
③
参
照

h

ヨヨ」昭
和
四
十
八
年
九
月
十
五
日
仏
光
寺
本
山
の
講
堂
で
、
私
見
を
述
べ

た
翌
日
、
重
見
一
行
氏
か
ら
「
西
本
願
寺
本
教
行
信
託
に
つ
い
て

そ
の
書
誌
学
的
考
察
｜
L

の
抜
刷
（
仏
教
史
学
第
一
六
巻
第
二
号
掲

載
の
予
定
）
一
部
の
寄
贈
を

P

つ
け
た
。
綿
密
な
西
本
願
寺
本
の
実
体

調
査
の
報
告
で
あ
る
。
阪
東
本
よ
り
直
接
に
臨
写
し
た
こ
と
、
高
田

本
よ
り
書
写
の
意
図
が
慎
重
で
あ
る
こ
と
、
成
立
時
期
は
文
永
十
二

年
頃
と
断
定
で
き
る
な
ど
、
詳
細
な
観
察
が
実
証
的
に
報
告
さ
れ
て

い
る
。
啓
蒙
さ
れ
る
点
が
多
い
。
併
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。

本
願
寺
史
第
一
巻
第
一
一
一
・
凶
章

一
四
七


